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一isticの 派 生 に つ い て*

高 橋 勝 忠

0.序

　 一isticの接 尾 辞 は 線 形 的 に は 一istのあ とに 一icの接 尾 辞 が 結 合 して い る よ うに

見 え る。 確 か に 、Xistの 派 生 語 の 多 くがXisticの 派 生 語 も有 して い る。

(1)animist(ア ニ ミ ズ ム 論 者)animistic(ア ニ ミ ズ ム 論 者 の)、　atheist

　 　 (無 神 論 者)atheistic(無 神 論 者 の)、　capitalist(資 本 主 義 者 、 資 本

　 　 家)capitalistic(資 本 家 の)、　socialist(社 会 主 義 者)socialistic(社

　 　 会 主 義 者 の)、royalist(王 政 主 義 者)royalistic(王 政 主 義 者 の)

　 しか し、Xisticの 派生 語 の 意 味 が 、(1)の よ うに 一istの 「～者 」、 「～ 家」 の

意 味 を継 承 して い る場 合 は む しろ 少 な い こ とが 分 か る1。

(2)biologist(生 物 学 者)biologistic(生 物 主 義 の)、　environmentalist(環

　 　 境 問 題 専 門 家)、environmentalistic(環 境 説 の)、　folklorist(民 俗 学

　 　 者)folkloristic(民 俗 学 的)、　naturalist(自 然 主 義 者)naturalistic

　 　 (自 然 主 義 の)2、psychologist(心 理 学 者)psychologistic(心 理 主 義

　 　 の)

　 本 稿 で は 一isticの派 生 を考 え る上 で 、 第1節 に お い て 、-isticの 接 尾 辞 の 意 味

と関 係 が 深 い 一ismの 接 尾 辞 を 一istと比 較 しな が ら、 両 者 の 共 通 点 ・相 違 点 を述

べ る。 第2節 で は、-isticの 派 生 を 一ismの 派 生 か ら導 くAronoff(1976)の 分 析

1　 (1)のXisticの 各 派 生 語 に は 「～ 者 」、 「～ 家 」 を省 略 した 意 味 も含 まれ る。

2naturalisticに は 「博 物 学 者 的」 の 意 味 もあ るが 、 こ の場 合 は 「～ 者」 の 意 味 を継 承

す る。
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と-icの 派 生 に音 韻 条件 を課 すStrauss(1983)の 分 析 を紹 介 し、 そ れ ぞ れ の立 場

にお け る問 題 点 を指摘 す る。 第3節 で は、-isticの 派 生 方 法 と して、1)Xismの

派 生 語 か ら-ismを 切 り取 り後-isticを 付 加 して 生 成 す る 場 合(す な わ ち 、　X

(ism)φ+istic)3、2)Xistの 派 生語 に-icを 直接付 加 して生 成 す る場 合(す なわ ち、

Xist+ic)、3)Xに-isticを 直 接付 加 して生 成 す る場 合(す な わ ち 、　X+istic)、 さ

ら に、4)Xisticsの 派 生 語 か らsを 切 り取 っ て 生 成 す る場 合(す な わ ち、　Xistic

(s)φ)の4種 類 の派 生 過 程 が あ る こ とを示 す 。

　 1)は 、-isticの 派生 に はXismの 派 生 語 が 存 在 す る こ とが前 提 とな り、(2)に

見 られ る よ う な多 くのXisticの 派 生 語 にXismの 意 味 が あ る こ とを説 明す る。-

方 、2)3)4)の 派 生 過 程 は 、1)と 比 べ る と生 産 性 の低 い 派 生 過 程 で あ る が 、

2)は-istの 意 味 を踏 まえ て 「～ 者 の 」、 「～ 家 の」 とな り、(1)の-isticの 派 生 過

程 を 説 明 す る。3)はXが 名 詞 の 場 合 が 主 と な る がXと 関 係 した 意 味 を持 ち 、

-istや-ismの 意 味 は含 まれ な い こ と を示 す(例 、　stylistic)。

　 4)は 通 常 の 派 生 過 程 の 方 向 と は 反 対 に、 逆 成 に よ り生 成 さ れ る こ と を示 す

(例、　statisitic)o

1.-ismと-ist

　 -isticの 接 尾 辞 が-ismや-istと 関 係 す る こ と は 、　Jespersen(1942)や

Marchand(1960)に お い て、 最 近 で は 國廣 ・堀 内(1999)の 中 で指 摘 され て い

る 。特 に、Marchand(1960:246)は 、-isticは-ismと-istの 形 容 詞 形 と して 派生

さ れ る が 、歴 史 的 に は-isticは-istの 語 か ら派 生 され 、 そ の後-ismと の 関係 で使

用 され る よ う に な っ た こ とが 指 摘 さ れ て い る 。

　 本 節 で は、-isticの 派 生 を考 え る 上 で 重 要 な-ism・-istに つ い て比 較 検 討 し、

共 通 点 ・相 違 点 を述 べ る。

　 まず 、 両 接 尾 辞 の 共 通 点 か ら見 て い く。 い ず れ の接 尾辞 も付 加 され る基 体 の

品 詞 は 、(3)の イ タ リ ックが 示 す よ う に、 名 詞(N)か 形 容詞(A)で あ る。 し

3　 φは以降、直前 の括弧 内の要素が切 り取 られ ることを示す。
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た が っ て 、 辞 書(lexicon)の 中 で は 、-ism・-istは[+{N/A}」 の よ う に 下 位 範

疇化 さ れ る こ と に な る9　0

(3) a. behaviorism (ist), expressionism (ist), 

      receptionism (ist), terrorism (ist) 

    b. Europeanism (ist), idealism (ist), 

      realism (ist), socialism (ist)

ま た、 両 接 尾 辞 と も語 よ り小 さな拘 束 語 根(bound　 root)の 基 体 に付 加 す る。

(4) deism  (ist),facism (ist), plagiarism (ist)

　 語 彙 音 韻 論 の 立 場 か ら す る と、(3)は-ism・-istが レ ベ ル2で 、(4)は

-ism・-istが レベ ル1と い う こ と に な る。5

　 両 接 尾 辞 の 共 通 点 の2つ 目は、 ギ リ シ ャ語 、 ラ テ ン語 、 フ ラ ンス語 か らの借

入 語 が 多 い 点 で あ る。 具 体 的 に は、-ismは ギ リ シ ャ 語 の-ismos、 ラ テ ン語 の

-ismus、 フ ラ ンス 語 の-ismeの 派 生 語 か ら借 入 され 、-istは ギ リシ ャ語 の-istes、

ラテ ン語 の-ista、 フ ラ ンス 語 の-isteの 派 生 語 か ら借 入 され て い る。

(5)　 a.GK:archaismos→archaism(古 風 な 表 現)

　 　 　 　 L:egoismus→egoism(利 己 主 義)

　 　 　 　 F:industrialisme→industrialism(個 人 主 義)

　 　 　 b.GK:sophistes→sophist(古 代 ギ リ シ ャ の ソ フ ィ ス ト、 論 弁 家)

　 　 　 　 L:organista→organist(オ ル ガ ン奏 者)

　 　 　 　 F:Bonapartiste→Bonapartist(ポ ナ パ ル 家 の 支 持 者)

-ism・-istは 英 語 本 来 の語 に付 くが 、 ギ リシ ャ語 、 ラテ ン語 、 フ ラ ンス語 か ら

の借 入 もあ り、 実 際 の とこ ろ英 語 本 来 の 語 で あ る の か 外 国 か らの 借 入 語 で あ る

4　 下 位 範 疇 化 素 性 の 詳 細 な リス トに 関 して は、高 橋(1994)、 高橋 ・福 田(2001)を 参 照。

5-ismや-istの 二 重性 に 関 して は 、 中村(1996)、 　Giegerich(1999)を 参 照 。
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の か 区 別 が つ か な い場 合(例 、cyclistG)や 、1つ の 単 語 に2つ の形 が存 在 す る

場 合(例 、pianist(ピ ア ニ ス ト)、　pianiste(女 性 の ピ ア ニ ス ト)7)が あ る。 し

か しな が ら、両 接 尾 辞 に 共 通す る3つ 目の特 徴 と して、-ism・-istは 英 語 本 来 の

語 に付 加 す る こ とが 挙 げ られ る((6)の 例)。 また 、 生 産 性 は低 い が 英 語 本 来 の

複 合 語 や 句 に付 加 す る場 合 が あ る((7)の 例)(Jespersen(1942:334-336))。

(6)　 a.　blackguardism(ご ろ つ き の 振 る 舞 い)、　landlordism(地 主 制 度)、

　 　 　 　 tmism(自 明 の 理)

　 　 　 b.faddist(気 ま ぐれ 者)、　landscapist(風 景 画 家)

(7)　 a.　old-maidism,　 dog-in-the-mangerism

　 　 　 b.　red-tapist,　 free-lalowledge-ist

　 次 に、 両 接 尾 辞 の 相 違 点 につ いて 見 てみ よ う。 最 初 に、 形 態 的 な 違 い に言 及

す る 。(8a)が 示 す よ う に 、-istは 一1Cや 一icalの接 尾 辞 を後 続 させ る こ とが で き

る。8一 方 、-ismは(8b)が 示 す よ うに 、一 般 的 に 一icや一ica1のi接尾 辞 を後 続 さ

せ る こ とが で きな い 。9

6Jespersen(1942:333)に よる と、　cyclistは フ ラ ンス 語 か ら由来 したの か 英語 本 来 の語

な の か 決 定 で きな い と して い る。

7Jespersen(1942:334)は 、　pianistもpianisteも フ ラ ン ス 語 か ら 由 来 す る が 、

pianisteのeは 女 性 形 で あ る と仮 定 して い る。

8-isticや 一isticalのあ と に 、 さ らに 一lyを付 加 して副 詞 に す る 場 合 に、-isticallyの 派 生

は 許 さ れ る が 一isticlyの派 生 は 許 さ れ な い。　agonistically(*agonisticly),　 atomistically

(*atomisticly),　 theistically　(*theisticly)

9Lehnert(1971)とWalker(1983)の 辞 書 を調 べ て み る と、-ismの あ とに 一icや一icalを

付 加 す る例 と して 、aphorismic(こ とわ ざの)、　embolismical(塞 栓 症 の)、　seismic/ical

(地 震 の)、strabismic/ical(斜 視 の)の4個 が 載 せ ら れ て い た 。 ち な み に 、

-ismの 前 に 一icや 一icaユが 生 じるか を調 べ て み る と、　Walker(1983)に は 一icismの 例 と し

て84個 、-icalismの 例 と して9個 が載 せ られ て い た。

　 一 方 、-istの あ と に 一icや 一icalを付 加 す る 例 は 、　Walker(1983)で は 一isticが143

個 、-isticaiが20個 載 せ ら れ て い た 。 ま た 、-istの 前 に 一icや 一icalが 生 じ る 例 は 、

Lehnert(1971)で は 一icistが37個 、-icalistと してclassicalist(古 典 主 義 者)、　clerical-

ist(聖 職 権 主 張 者)、　syndicalist(労 働 組 合 主義 者)の3個 が 載 せ られ て い た。-icalist

の 派 生 は 、-ismic,-ismicalと 同様 に生 産性 は低 い もの と考 え られ る。
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(8) a.  agonist—• agonistic  —, agonistical 

 atomist  —' atomistic atomistical 

      theist  —• theistic  —• theistical 

     b. dualism  —^*dualismic  *dualismical 

       nationalism  —•  *nationalismic  —.*nationalismical 

       symbolism  —.*symbolismic  —•*symbolismical

　 次 に 、 両 接 尾 辞 の 意 味 的 な 違 い に つ い て 言 及 す る 。Jespersen(1942)、

Marchand(1960)、 　Giegerich(1999)を 参 考 に し なが ら 一ismと 一istの意 味 を ま

とめ る と(9)、(10)の よ うに な る(括 弧 の 中 に各 派 生 語 の 意 味 と、 対 応 す る

一ist・-ismの 形 が 有 るか 無 い か を示 して い る)。

(9)-ismの 意 味

　 　 　 a主 義 、 制 度 、 運 動 、 学 説(学 論)

　 　 　 　 (例)idealism(理 想 主 義 、-ist)、 　federalism(連 邦 制 度 、-ist)、

　 　 　 　 　 　 　 muralism(壁 画 運 動 、-1St)、 　Mendelism(メ ン デ ル 学 説 、

　 　 　 　 　 　 　 -ist)

　 　 　 b.文 化 ・語 法 な ど の 特 質 、 気 質 ・精 神 な ど の 特 性

　 　 　 　 (例)Africanism(ア フ リ カ 文 化 の 特 質 、-ISt)、Italianism(イ タ

　 　 　 　 　 　 　 リ ア 語 法 、-ist)、　medievalism(中 世 の 精 神 、-ist)

　 　 　 C.常 習 、 中 毒　10

　 　 　 　 (例)alcoholism(ア ル コ ー ル 中 毒 、-ist)、　ergotism(麦 角 中 毒 、

　 　 　 　 　 　 　 *-ist)、　locoism(ロ コ 草 中 毒 、*-ist)、 　narcotism(麻 薬 中

　 　 　 　 　 　 　 毒 、-ist)

　 　 　 d.病 気(の 症 状)

　 　 　 　 (例)parlansonism(パ ー キ ン ソ ン 病 、*-ist)、　albinism(白 皮 症 、

　 　 　 　 　 　 　 *-ist)、　autism(自 閉 症 、*-ist)、 　melanism(黒 色 症 、*-ist)

　 　 　 e.化 学 的 ・生 理 的(生 物 的)・ 物 理 的 作 用 や 性 質

　 　 　 　 (例)racemism(ラ セ ミ性 、*-ist)、　catabolism(異 化 作 用 、 分 解

　 　 　 　 　 　 　 代 謝 、*-ist)dichroism(二 色 性 、*-ist)

10absinthism(ア ブ サ ン酒 中 毒 、*-ist)やcocainism(コ カ イ ン中毒 、*-ist)の よ う に、

　具 体 的 に ア ル コー ル 中毒 や 麻 薬 中 毒 の 中 身 を示 す と 一istの形 が 存 在 し ない よ うで あ る。
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(10)-istの 意 味

　 　 　a主 義 、 制 度 、 運 動 、 学 説(学 論)の 支持 者(信 奉 者)

　 　 　 　 (例)classicist(古 典 主 義者 、-ism)、　 despotist(独 裁 君 主 制 論

　 　 　 　 　 　 　者 、-ism)、　Pentecostalist(聖 霊 降 臨 運 動 家 、-ism)、　nom-

　 　 　 　 　 　 　inalist(唯 名 論 者 、-ism)

　 　 　b.～ の 性 格 や 癖(傾 向)が あ る 人

　 　 　 　 (例)mannerist(癖 の あ る 人 、-ism)、　pessimist(悲 観 的 な 人 、

　 　 　 　 　 　 　-ism)、　exhibitionist(自 己顕 示 欲 の 強 い 人 、-ism)

　 　 　c.職 業(医 者 、音 楽家 な どの 専 門 職)、 達 人 、学 者

　 　 　 　 (例)artist(芸 術 家 、*-ism)、 　dentist(歯 医 者 、*-ism)、　abacist

　 　 　 　 　 　 　 (珠算 の 達 人 、*-ism)、　geologist(地 質 学 者 、*-ism)

　 　 　d.行 為 者(あ る行 為 、行 動 を取 る人)

　 　 　 　 (例)bigamist(重 婚 者 、*-ism)、　flutist(フ ルー ト奏者 、 笛 吹 き、

　 　 　 　 　 　 　*-ism)、　homilist(説 教 をす る 人 、*-ism)、　modelist(模 型

　 　 　 　 　 　 　 を作 る 人 、*-ism)

2.先 行 研 究

　 本 節 で は、-isticの 派 生 に 関す るAronoff(1976)とStrauss(1983)の 分 析 を

紹 介 し、 そ れ ぞ れ の 問 題 点 を指 摘 す る。

　 Aronoff(1976:118-121)はWalker(1936)の 派 生 語 リ ス トに 基 づ い て 、

-istic,-ist,-ismの 関係 を分 類 して い る 。

　 Aronoffは 、　Walker(1936)に 記 載 され て い るXisticAの 派 生 語145個 の う ち、

(11)に お け る28個 がXist。 の 形 が存 在 しない こ とを指 摘 す る。

(11)a.　 characteristic(特 徴 的)、　logistic(兵 靖 学 の)、　mediumistic(降

　 　 　 　 神 術 の)、phlogistic(燃 素 の)、　harmonistic(和 声 法 の 、 和 声 学

　 　 　 　 者 の)、patristic(教 父 の)、　heuristic(発 見 的 教 授 法 の)、　eristic

　 　 　 　 (論 争 的 、 論 争 者)、ba-listic(弾 道(学)の)

　 　 　b.solecistic(文 法 違 反 の 、 無 作 法 な)、　sufistic(イ ス ラ ム 神 秘 主 義

　 　 　 　 の)、syllogistic(三 段 論 法 の)、　neologistic(新 語 の)、　catabolis-

　 　 　 　tic(異 化 作 用 の)、　formulistic(方 式 主 義 の)、　euphemistic(娩 曲

　 　 　 　 語 法 の)、animistic(ア ニ ミ ズ ム 論(者)の)、 　totemistic(ト ー テ ム
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信 仰 の)、melanistic(黒 性 の)、　shamanistic(シ ャ マ ン 教 の)、

eudemonistic(幸 福 説 の)、　synchronistic(同 期 状 態 の)、　anachro-

nistic(時 代 錯 誤 の)、　hylozoistic(物 活 論 の)、　hetaeristic(同 棲

の)、poristic(不 定 命 題 の)、　euphuistic(美 辞 麗 句 の)、　humoral-

istic(液 体 病 理 学 の)

　 また 、(11a)の9個 と(12)に 挙 げ る17個 の合 計26個 の 派 生 語 に は 、　Xism,

の 形 が 存 在 しない こ とを指 摘 す る((12)の 例 は、)qst。の 形 は存 在 す る)。

(12)haggadistic(haggadist(ハ ガ ダ(=タ ル ム0ド 法 典 の の た と え 話)を

　 　 書 く人)の)、talmudistic(タ ル ム ー ド(学 者)の)、 　elohistic(エ ロ ヒ

　 　 ス トに 関 係 す る)、eulogistic(賛 辞 に 関 係 す る)、　yahwistic(ヤ ハ

　 　 ウ ィ ス トの 、 ヤ ハ ウ ェ 信 仰 の)、annualistic1',　 novelistic(小 説 の)、

　 　 artistic(芸 術(家)的)、 　coloristic(色 彩 の 、 色 彩 画 家 的)、　casuistic

　 　 (決 疑 論(者)の)、oculistic(眼 科 医 の)、　stylistic(文 体(論)の)、

　 　 eucharistic(聖 体 の 、 聖 餐 式 の)、　diaxistic(日 記 の 、 日 記 担 当 者 の)、

　 　 folkloristic(民 族 学 的)、　juristic(法 学(者)の)、 　linguistic(言 語 学

　 　 の)

Aronoff(1976:119)は 、　Walker(1936)に お け る 一istic,-ist,-ismの 派 生 語 リ

ス トの 集 計 結 果 を(13)の よ う に ま と め て い る 。

(13)  Total  XisticA 145 

a.  XisticA,  XistN, XismN  100 

b. XisticA,  *XistN, XismN  19 =  (11b) 

c.  XisticA,  XistN, *XismN  17 = (12) 

d.  XisticA,  *XistN,  *XismN  9 =  (11a)

11annualist(rare)はOEDに あ る が 、　a皿nualisticは 載 せ られ て い な い。
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　 し か し 、 実 際 にOEDで 調 べ て み る と 、12(11a)のheuristicとmediumisticは

一istの 形 は 存 在 し な い が 一ismは 載 せ て お り、(13b)の 型 に な る 。 ま た 、(11a)

のharmonisticとpatristicは 一ismの 形 は 存 在 し な い が 一istは 載 せ て お り、(13c)

の 型 に な る 。 さ ら に 、(11a)のcharacteristicは 一ismと 一istの 両 方 の 形 を 載 せ

て お り、(13a)の 型 に な る 。

　 驚 い た の は 、(11b)に お い て)qst,の 形 が 存 在 し な い と分 類 す る19個 のXistic。

の 派 生 語 の う ち 、catabolistic,'3　 melanistic,　 poristicの3個 を 除 い た16個 の

Xistic。 の 派 生 語 にXISt。 の 形 が 存 在 す る こ と で あ る 。(11b)のXisticに はXism。

の 形 は す べ て 存 在 す る の で(11b)の16個 の 派 生 語 は(13a)の 型 に な る(OED

は 、solecistとsynchronistは(raxe)と マ ー ク し て い る)。

　 ま た 、(12)に お け る 派 生 語 に はXism,の 形 は 存 在 し な い と 分 類 す る が 、　OED

に は 、talmudistic,　 elohistic,　 eulogistic,　 yahwistic,　 novelistic,　 oculistic,　 stylistic,

folkloristicの8つ の 語 にXismNの 形 が 載 せ られ て い た 。14し た が っ て 、 こ れ ら の

語 も(13a)の 型 に な る 。

　 Aronoff(1976)の リ ス トをOEDで 調 べ た 結 果 に 基 づ い て ま と め 直 す と、(13)

は(14)の よ う に 修 正 さ れ る で あ ろ う 。

(14) Total XisticA 145 

     a.  XisticA,  XistN, XismN 125 

    b.  XisticA,  *XistN, XismN 5 

     c.  XisticA,  XistN,  *XismN 11 

     d.  XisticA,  *XistN, *XismN 4

Xistic。に 関す る145個 の派 生 語 に つ い て 、す べ て一ism・-1Stの 形 が 存 在 す るか

120EDで(obs.)の マ ー クの 語 は廃 語 と して排 除 す るが 、(rare)の マ ー クが あ る も の

　 は 一 様 、 派 生 語 と して 存 在 す る もの とみ なす 。

13　 この 語 自体 、OEDに は載 せ られ て い な い 。

14yahwisticはOEDに 載 せ られ て い なか った の でRHDを 調 べ た。　OEDはtalmudismと

　 oculismは(rare)と して い る。 また 、　OEDはlinguismを 臨 時 語(nonce-word)と し

　 て 載 せ て い るが 、Xism。 の 形 か ら排 除 した。
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しな い か をOEDで 調 べ た の で は な い の で 、(14)の 結 果 は さ ら に修 正 が 加 え ら

れ る で あ ろ う。 しか し なが ら、(13)よ りも(14)の 結 果 か ら一 層 言 え る こ と

は、Xistic。の 派 生 語 がXist。 よ りもXism。 に、 よ り密接 な関係 が あ る とい う点 で

あ る。

　Aronoff(1976:120)は こ の 点 を(15)の よ う に ま とめ て い る。

(15)あ る与 え られ た瓦 観 の語 に対 して 、 も しXiismの 対 応 す る語 が 存 在

　 　 しな い な ら、 同様 に 、Xiisticの 対 応 す る語 も存 在 で き ない 。

　 (15)は 別 の 言 い方 をす る と、与 え られ たXismに 対 応 す るXisticの 語 が 存 在

す る か しな い か は 、XIStよ りもXismそ の もの の 存在 と関係 が深 い とい う こ とで

あ る 。Aronoff(1976)は 、(15)の 一 般 化 を 証 明 す るた め に、 次 の22個 のXist

の 派 生 語 に対 してXism・Xisticの 派 生 語 が存 在 し ない こ と を示 して い る。15

(16)archaeologist(考 古 学 者)、　meteorologist(気 象 学 者)、　alchemist(錬

　 　 金 術 師)、botanist(植 物 学 者)、　dentist(歯 科 医)、　symphonist(交

　 　 響 曲 作 曲 家)、economist(倹 約 家 、 経 済 学 者)、　deuteronomist,(申

　 　 命 記 の 作 者)、opinionist(固 く 自 説 を 守 る 人 、 異 説 を 唱 え る 人)、

　 　 extortionist(強 要 者)、　violist(ビ オ ラ 奏 者)、　cellist(チ ェ ロ奏 者)、

　 　 copyist(筆 耕)、　lobbyist(議 案 通 過 運 動 者)、　essayist(随 筆 家)、

　 　 reservist(予 備 兵)、　archivist(記 録 係)、　parachutist(落 下 傘 兵)、

　 　 balloonist(気 球 手)、　canoeist(カ ヌ ー の 漕 ぎ手)、　latinist(ラ テ ン

　 　 語 学 者)、lichenist(地 衣 類 学 者)

　 しか し、OEDを 調 べ る と(17a)の9個 のXismの 派 生 語 と、(17b)の5個 の

Xisticの 派 生 語 が 容 認 さ れ る こ とが 分 か る。

15　 こ の あ と 言 及 す るStrauss(1983)の(m)の 音 韻 条 件 に 当 て は め る と 、　dentistic,

　 violistic,　 cellistic,　 copyistic,　 lobbyistic,　 reservistic,　 balloonistic,　 canoeisticのXisticの 派1生

　 語 が こ の 音 韻 条 件 に 抵 触 し 、 排 除 さ れ る こ と が 分 か る 。
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(17)a.　 symphonism(交 響 曲 音 楽)、　economism(倹 約 主 義)、　copyism

　 　 　 　 (真 似 し)、lobbyism(院 外 運 動)、　essayism(随 筆 を 書 く行 為)、

　 　 　 　parachutism(落 下 傘 降 下 術)、　balloonism(気 球 乗 り競 技)、　latin-

　 　 　 　ism(ラ テ ン 語 法)、　lichenism(地 衣 化)

　 　 　b.alchemistic(錬 金 術(師)的)、 　dentistic(歯 科 医 の)、　deuterono-

　 　 　 　mistic(申 命 記 の 作 者 風 の)、　essayistic　 (随 筆 風 の)、　latinistic

　 　 　 　 (ラ テ ン語 学 の 、 ラ テ ン語 風 の)

　 (15)の 条 件 を 当 て は め る と、essayism(istic)、1atinism(istic)を 除 い て 、

(17a)で はsymphonism,　 economism,　 copyism,　 lobbyism,　 parachutism,　 balloon-

ism,　licherismの 派 生 語 が 存 在 す る の に 、対 応 す るXisticの 派 生 語 が何 故 存 在 し

な い の か が 問 題 と な る 。 ま た 、(17b)でalchemistic,　 dentistic,　deuterono-

misticの 派 生 語 が 存 在 す るの に、 対 応 す るXismの 派 生 語 が 何 故 存 在 しな い の

か が 問 題 とな る。

　 Aronoff自 身、 す べ て のXismの メ ンバ ー に対 応 す るXisticの 形 を持 って い る

わ け で は な い こ と を認 め て い る が(p.120)、(17)の これ らの 問 題 に加 え て、

(14c,　d)に お け るXisticの 派 生 語 がXismに 依 存 し な い で どの よ う に生 成 され

る か を説 明す る必 要 性 が あ る 。

　 次 に 、-isticの 派 生 にお い て音 韻 条件 が 働 くStrauss(1983)の 分 析 とそ の 問

題 点 を 指 摘 す る。Strauss(1983:422)は 、 具 体 的 にXistに 一icを付 加 す る 際

に 、(18)の 音 韻 条 件 が 課 さ れ る こ とを仮 定 して い る。

(18)-icは 、　Xが 語 彙 項 目(lexical　 item)で あ る な ら、　Xの 末 尾 の 音 節 に

　 　 第1強 勢 が な い 条件 の 基 でXIStに 付 加 で きる 。

　 Straussは 、(18)の 条 件 はXが 単 音 節 か2音 節 の 語 彙 項 目に 限 定 し((19)の

例)、Xが3音 節(以 上)の 語 彙 項 目に 関 して は 、 末尾 の音 節 に第1強 勢 が あ る

もの も含 め てXistに 一icが付 加 で きる こ とを仮 定 す る((20)の 例)。

(19)  sexist  —•*sexistic
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 racist  —,*racistic 

    careerist  —,*careeristic 

    cartoonist  —,*cartoonistic 

(20)  Americanist Americanistic 

   behaviorist behavioristic 

 opportUnist  opportunistiC

　 しかしなが ら、Xが3音 節の語彙項目でも(18)の 条件が働 くように思える

反例が見つかる。

(21)clarinet(t)ist(ク ラ リ ネ ッ ト奏 者)→*clarinet(t)istic,

　 　 Esperantist(エ ス ペ ラ ン ト学 者)→*Esperantistic,

　 　 irredentist(イ タ リ ア 民 族 統 一 党 員)→*irredentistic

　 また、3音 節(以 上)の 語彙項目に関して、第1強 勢が末尾の音節に来ない場

合でもXisticの派生語が許されない諸例が見つかる。

(22)opinionist(固 く 自 説 を 守 る 人)→*opinionistic

　 　 anthrop610gist(人 類 学 者)→*anthropologistic

　 　 6rchestralist(オ ー ケ ス ト ラ音 楽 作 曲 家)→*orchestralistic

　 (18)の 条 件 は、Xが 語 彙 項 目で な い な ら、 す な わ ち 語 の 資格 を持 た な い語 幹

(nonword　 stem)な ら、 末 尾 の 音 節 に 第1強 勢 が 有 る無 しにか か わ らずXistに 一ic

を付 加 す る の は 自由 で あ る とStraussは 仮 定す る((23a)の 例)。17し か し、　Xが

語 彙 項 目で な くて も 一icが付 加 で き ない場 合 が あ る((23b)の 例)。

16　 この 語 は 米音 と英 音 で 強 勢 パ タ ンが 異 な る よ うで あ る 。 米 音 の 場 合 は/dpart(j)u:rゾ と

　 な り、 英 音 の場 合 は/bpa　rt(j)u:n/と な る 。 した が っ て 、 英 音 の 強 勢 パ タ ン に は 末尾 の音

　 節 に第1強 勢 が 含 まれ な い 。

17Strauss(1983:422)は 弱 強(iambic)のnonwordの 例 を1例 だ け 見 つ け た と し 、

hebraist(ヘ ブ ライ語 学 者 、 ヘ ブ ラ イ 主義 者)を 挙 げ て い るが 、 この 語 は強 弱(trocha-

　 ic)の リズ ム を持 つ 例 で あ り、言 っ て い る こ とが 矛 盾 す る よ うに 思 わ れ る 。
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(23)a.　 jurist(法 学 者)→juristic

　 　 　 　p6puhst(人 民 党 員)→populistic

　 　 　b.aurist(耳 科 医)→*auristic

　 　 　 　P61emist(論 争 者)→*polemistic

　 また、Xが2音 節の語彙項 目で、且つ第1強 勢が末尾の音節に来ない場合でも

Xisticの派生語が容認されない諸例が見つかる。

(24)botanist(植 物 学 者)→*botanistic

　 　 　 colonist(海 外 移 住 者)→*colonistic

　 　 　 lapidist(宝 石 細 工 人)→*lapidistic

　 (21)、(22)、(23b)、(24)に お い て 、-icが(18)の 音 韻 条件 に抵 触 しな い の

に、Xisticの 派 生 語 が 生 じて こな い こ とがStraussに とっ て 問 題 と な る が、 第1

節 で 見 た 一ism・-istの 意 味 を考 慮 す る こ と に よ って これ らの 問 題 が 回避 さ れ る

こ とを次 節 で検 証 す る。

3.-IStlCの 派 生

　 Aronoff(1976:121)は 、　Xisticの 派 生 語 がXismの 派 生 語 と分 布 が 似 て い る

こ とか ら、XismをXisticの 基 体 とみ な し、(25)の よ うな 調 整 規則 を仮 定 す る 。'8

(25)  m •¨t/s•@ +ic

　 (25)は 、Xismに 一icを付 加 す る際 に 、　mをtの 異 形 態 に す る規 則 で あ る。 この

規 則 はXismicの 派 生 を 回避 して 、　Xisticの 派 生 語 を生 成 す る。　Strauss(1983:

423)が 指摘 す る よう に、Xismicの 派 生 は 一ismが レベ ル2で-icが レベ ル1と な り、

18　 Strauss(1983:423)は(25)の 規則 を調整規則 と考えないで音韻規則 とみな している。

　 しか し、本稿で は形態部門で働 く異形態 規則 に匹敵す るものと考 えたい。 したが って、

　 ここで はStraussが 主張す る ような 「語 に基 づ く形態論」違反の 問題 は生 じて来ない。

　「語 に基づ く形態論」 に関 して は、Aronoff(1976:21)を 参照。
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こ の ま まで はAronoff(1976)の 分 析 は レベ ル順 序 づ け の仮 説 に違 反 す る こ と

に な る 。

　Aronoff(1976:104)は 異 形 態 規則 を 一tionのよ う な レベ ル1の 接 辞 が 変化 す る

規則 と考 えて お り、19-ismの よ う な レベ ル2の 接 辞 が(25)の 規 則 を介 して 一ist

に 変 化 す るの は、 この 意 味 で も矛 盾 す る こ とに な る。

　 そ こで 、(25)の 代 りに(26)の よ うな 規 則 を仮 定 してみ よ う。

(26)biolog(ism)φ+istic=biologistic(生 物 主 義 の)

　 (26)は 異 形 態 規則 で は な くて 、-ismの 切 り取 り規 則 を示 す 。　Aronoffは 、 切

り取 り規 則 と して 一lyのよ う な レベ ル2接 辞 の 削 除 を認 め て い る(p.93)。 した

が っ て 、-lyの 切 り取 り と同様 に、(26)に お い て レベ ル2の-ism接 辞 を切 り取

る こ と は可 能 で あ る と考 え られ る 。20し か も、-isticは レベ ル1の 接 辞 とみ な さ

れ る の で、2'レ ベ ル2の 一ismが切 り取 られ るの は、-istic付 加 の際 に レベ ル順 序づ

け 違 反 を回 避 す る た め の 調整 規 則 とみ なす こ とが で きる。(26)はXisticの 派生

語 生 成 の 前 提 と してXismの 派 生 語 が 必 ず 必 要 とな り、 そ の 結 果Xisticの 派生 語

にXismの 意 味 が 含 ま れ る こ とが 説 明 さ れ る。(2)で 挙 げ たbiologistic以 外 の

Xisticの 派 生 語 は(26)の よ う に生 成 され る と仮 定 す る。

　 一 方 、(1)で 挙 げ たXisticの 派 生 語 は 「～ 者 」、 「～ 家 」 の 意 味 が あ り-istの

意 味 を継 承 す る の で 、XIStの 派 生 語 に 一icが付 加 して 生 成 さ れ る と仮 定 す る。

例 え ば、animisticの 派 生語 は 、(27)の よ うな派 生 過程 を経 て 生 成 され る。

(27)animist+ic=animistic(ア ニ ミ ズ ム 論 者 の)

animisticは 「ア ニ ミズ ム論 の」 の意 味 も有 して い る の で 、 この 意 味 で は(26)

19Aronoffは 、-tionに は 一ation,-ion,-ition,-utionの 異 形 態 が あ る と仮 定 す る。

20-ismの よ う な名 詞 性 の切 り取 り規 則 の 妥 当性 につ い て は 、 高橋(1993)を 参照 。

21-isticは そ れ 自体 に 強勢 が あ り、 基 体 の 強 勢移 動 を引 き起 こす 。
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と同様に、(28)の 派生過程を経て生成されるものと考えられる。

(28)anim(ism)φ+istic=animistic(ア ニ ミ ズ ム 論 の)

　 (1)のXisticの 各 派 生語 は そ れぞ れ の 意 味 に 基 づ い て 、(27)か(28)の よ う

に生 成 され るが 、(1)と(2)の よ う に)qsticの 派 生 語 が 「～ 者 」、 「～ 家 」 の 意

味 を含 む か含 ま な い かが どの よ うに決 定 さ れ る の か は 今 の と ころ 明 らか で は な

い。 確 か な の は 、(1)と(2)のXisticの 派 生 語 が(14a)の 型 に属 す る とい う

こ と で あ る。 こ の型 に属 す るXisiticの 派 生 語 の 多 くは(2)の よ うにXismの 意

味 を継 承 す る と考 え られ る が、XistとXismの 両 方 の 派 生 語 が存 在 す るた め(1)

のXisticの 派 生 語 の よ う に2通 りの 解 釈 が 可 能 に な る もの と思 わ れ る 。

　 こ れ に対 して 、(14b)の 型 に属 す る(29)の 派 生 語 はXistの 派 生 語 が 存 在 し

な い こ とか ら、Xisticの 意 味 は)Xismに 依 存 す る こ とが予 測 され る。

(29)heuristic(発 見 的 教 授 法 の)heurism(発 見 教 授 主 義)、　mediumistic

　 　 (降 神 術 の)mediumism(降 神 術)、　catabolistic(異 化 作 用 の)catab-

　 　 olism(異 化 作 用)、　melanistic(黒 性 の)melanism(黒 性)、　poristic

　 　 (不 定 命 題 の)porism(不 定 命 題)

　 (29)は 、Xisticの 派 生 語 がXismの 派 生 語 と意 味 的 に 関係 す る こ とを 裏付 け

る と同 時 に 、Xisticの 派 生 語 が-istに-icを 付 加 し て生 成 さ れ な い 証 拠 を与 え

る 。(29)の-isticの 派生 は 、例 え ばmelanisticの 場 合 は(30)の よ うに な る。

(30) melan (ism)ƒÓ +istic=melanistic

　 次 に、(14c)の 型 に 属 す るXisticの 派 生 語 の 派 生 過 程 につ い て 見 て み よ う。

こ の 型 の 派 生 語 はXismの 派 生 語 が存 在 しな い こ とか ら、　Xisticの 意 味 はXistに

依 存 す る こ とが 予 測 され る。
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(31)harmanistic(和 声 法 の 、 和 声 学 者 の)harmonist(和 声 学 者)、　patris-

　 　 tic(教 父 の)patrist(教 父)、　haggadistic(ハ ガ ダ を 書 く 人 の)hag-

　 　 gadist(ハ ガ ダ を 書 く 人)、　annualistic22　 annualist(年 報 を 書 く 人)、

　 　 artistic(芸 術(家)的)artist(芸 術 家)、　coloristic(色 彩 の 、 色 彩 画

　 　 家 的)colorist(色 彩 画 家)、　casuistic(決 疑 論(者)の)casuist(決 疑

　 　 論 者)、eucharistic(聖 体 の 、 聖 餐 式 の)、　eucharist(聖 体 、 聖 餐 式)、

　 　 diaristic(日 記 の 、 日 記 担 当 者 の)diarist(日 記 担 当 者 、　juristic(法

　 　 学(者)の)jurist(法 学 者)、1inguistic(言 語 学 の)linguist(言 語 学

　 　 者)

　 (31)は 、casuistic(決 疑 論 の)、　juristic(法 学 の)、　linguistic(言 語 学 の)の

Xisticsか らの 逆 成 に よっ て 生 成 さ れ る3つ の 例 と、　harmonistic(和 声 法 の)、

artistic(芸 術 的)、　coloristic(色 彩 の)、　diaristic(日 記 の)の 意 味 を 除 け ば 、

Xisticの 派 生 語 が)血stの 意 味 を継 承 して い る。 した が っ て 、(31)のXisticの 派

生 語 はXistに 依 存 す る証 拠 を与 え る。(31)のXisticの 派 生 語 は、 例 え ばpatris-

ticの 場 合 は(32)の よ う に な る。

(32)  patrist+ic=patristic

　 (14d)の 型 に属 す る)血sticの 派 生語 を 見 て み よ う。 この 型 の 派 生語 はXismも

Xistの 派 生 語 も含 まな い の で-isticの 派 生 はXに 依 存 す る こ とが 予 測 され る 。

(33)characteristic(特 徴 的)X=character(特 徴)、　phlogistic(燃 素 の)

　 　 X=phlogiston(燃 素)、　eristic(論 争 的)X=Eris(ギ リ シ ャ 神 話 の エ

　 　 リ ス)、ballistic(弾 道 の)X=ballista(古 代 の 攻 城 石 投 げ 装 置)

　 ギ リ シ ャ神 話 の エ リス は争 い の 女 神 で あ る 。 古 代 の 攻 城 石 投 げ 装 置 は 弾 道 ミ

サ イル 的 な もので あ ろ う。(33)の 例 はcharacteristicを 除 くとXの 形 は ギ リシ ャ

語 や ラ テ ン語 か ら由 来す る 拘 束 語 根 と な る。(14d)型 のXisticの 派 生 語 は 、　X

22注 の11を 参 照 。
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が 語 の 資格 を持 た な い 特 徴 が あ る の か も知 れ ない 。 いず れ に して も、Xの 形 と

意 味 に依 存 す るcharacteristicの 派 生 語 が あ り、(14d)以 外 の 型 には 、　Xに 依存

す る 一isticの派 生 が 多 く見 られ るの で 、(34)の よ うな 派 生 過 程 を仮 定 す る の は

妥 当で あ る と思 わ れ る。

(34)character(特 徴)+istic=characteristic(特 徴 的)

　 　 nove1(小 説)+istic=novelistic(小 説 の)(14aの 型)

　 　 style(文 体)+istic=styhstic(文 体 の)(14aの 型)

　 　 art(芸 術)+istic=artistic(芸 術 的)(14cの 型)

　 　 color(色 彩)+istic=coloristic(色 彩 の)(14cの 型)

　 (14d)の 型 に属 し、　Xの 形 を特 定 で きな いlogistic(兵 靖 学 の)、　ballistic(弾

道 学 の)は 「～ 学 」 とい う意 味 を考 慮 す る と、Xisticsか らs切 り取 りに よ り生

成 さ れ る と仮 定 す る。

(35)logistics(兵站 学)(s)φ=logistic

　 　 ballistics(弾 道 学)(s)φ=ballistic

(14d)以 外 の型 に もこ の派 生 過 程 が 当 て は ま る と思 わ れ る例 が あ る。23

(36)stylistics(文 体 論)(s)φ=stylistic(文 体 論 の)(14aの 型)

　 　 statistics(統 計 学)(s)φ=statistic(統 計 学 上 の)(14cの 型)

　 　 floristics(植 物 区 系 学)(s)φ=floristic(植 物 区 系 学 の)(14cの 型)

　 　 linguistics(言 語 学)(s)φ=linguistic(言 語 学 の)(14cの 型)

Aronoffが 挙 げ た(17b)の 例 は、　essayisticとlatinisticを 除 い て(14c)の 型

に な るの でXisticの 派 生 語 はXistの 意 味 を継 承 す る。

23　 (36)の 例 は 、(35)の 例 と異 な りXIStの 派 生 語 が 存 在 す る。 しか し、　Xisticの 派 生

　 語 に はXistの 派 生 語 に 見 られ る 、 「～ 者 」、 「～ 家 」 の 意 味 は 含 まれ て い な い こ とに注 意

　 した い 。 なお 、ｆloristは 「花 屋 」 の 意 味 を持 つ 。
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(37)alchemistic(錬 金 術 師 的)alchemist(錬 金 術 師)、　dentistic(歯 科 医

　 　 の)、dentist(歯 科 医)、 　deuteronomistic(申 命 記 の 作 者 風 の)

　 　 deuteronmist(申 命 記 の 作 者)

しか し、 問題 に な るの はessayismと1atinismを 除 い た(17a)の 例 で あ る。　Xism

とXistが 存 在 す るが 、 何 故Xisticの 派 生 語 が 存 在 しな い か で あ る。

Strauss(1983)が 提 案 す る(18)の 条 件 に抵 触 しな い が 何 故(21)、(22)、

(23b)、(24)の 諸例 に対 してXisticの 派 生 語が 生 じるか につ い て最 後 に検 討 す る。

これ らの諸 例 の うち、(21)のEsperantist,　 irredentistを 除 い てXismが 存 在 し

な い こ とが 分 か る。 した が って 、Aronoffが 指 摘 す る(15)の-般 化 に 当 て は

め る と、Xisticの 派 生 語 も存 在 し ない こ とが予 測 され る。 た だ し、　Esperantistic

とirredentisticに 関 して は 、(18)の 音 韻 条 件 を3音 節 以上 の 語 彙 項 目 に対 して

も働 く よ うに 強力 に す る必 要 が あ るで あ ろ う。24

4.結 語

　-isticの 派 生 は-istに 単 純 に-icを 付 加 した の で は な い こ と を本 稿 で は主 張 し

て き た 。-isticの 意 味 を見 る と多 くの 派 生 語 が-ismの 意 味 を持 つ こ と か ら、

(26)の よ うにXismの 派 生 語 か ら-ismを 切 り取 り後 、-isticを 付 加 す る規 則 が

あ る こ と を提 案 した 。

　 また 、 生 産 性 は低 い が 、-isticの 派 生 が-istの 意 味 を継 承 す る場 合 に 、(27)

の よ う に-istに-icを 直 接 付 加 す る 派 生 過程 が あ る こ とを提 案 した 。 さ らに、

-isticの 派 生 が(26)や(27)の よ う に-istや-ismに 依 存 す るの で は な くて 、

(34)の よ う に、XisticのXの 意 味 に依 存 す る と思 わ れ る派 生 過 程 が あ る こ と を

提 案 した。(26)、(27)、(34)のXisticの 派 生 過 程 は、 前 か ら後 ろ に 派 生 が進 む

とい う意 味 で 順 行 的 だ が 、(35)の よ う に、Xisticsの 派 生 語 か らsを 切 り取 り

24Goldsmith(1990:269)に よ る と、　alamlisticの 派 生 語 が 生 成 さ れ な い の は、 前 か ら

　 2つ 目の 音 節(alarm)と3つ 目の 音 節(istic)に 同 時 に 第1強 勢 が 来 る 理 由 に よ る。 い

　 わ ゆ る 強 勢 衝 突 で 、 この 音 韻 条 件 が3音 節 以 上 の 語 彙 項 目 に も働 く よ うに 思 わ れ る。
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後 、Xisticの 派 生 語 を生 成 す る逆 行 的 な派 生 過 程 が あ る こ と も提 案 した 。4つ の

派 生 過 程 を見 る と、Xisticの 派 生 語 が-ist,-ism,-isticsの 接 辞 の 意 味 と深 く関係

し、 これ らの接 辞 がXisticの 派 生 語 の 基 体 にな る か な らな い か に よ って 、　Xistic

の 派 生 語 に含 ま れ る意 味 が 決 定 され る よ うに思 わ れ る 。(14a,b,c,d)の4つ の

型 はXisticの 派 生 語 に-ism,-istの 接 辞 が含 まれ るか ど うか を具 体 的 に示 した もの

で 、Xisticの 意 味 が そ れ らの接 辞 の 分 布 に よ っ て あ る程 度 予 測 で きる こ と を本

稿 で は示 して きた 。145個 す べ て のXisticの 派 生 語 につ い て-ism,-istの 形 が 有

るか 無 いか をOEDで 調 べ る の は今 後 の課 題 で あ るが 、 同時 にXisticの 派 生 語 に

対 してXに 関す る意 味 や-isticsに 関 す る意 味 が有 るか 無 い か も検 討 しなけ れ ばな

らな い。 また 、(14a)の 型 にお い て 、　Xisticの 派 生 語 の 「～ 者 」、 「～ 家 」 の 意

味 を含 むか 含 ま な い か が何 に よっ て 決 定 され る の か を 今 後 調 べ て い きた い 。 最

後 に、 第1節 の(9)、(10)で 見 た-ismと-istの 意 味 に対 応 す る-istと-ismの 分

布 を考 慮 に入 れ 、-1SiTlと-istが 成 立 す るた め の 意 味 条件 を ま と めて お く。

1.　　 -ism・-istが 成 立 す る た め の 意 味 条件

　 　 1)(9a)と(10a)の 意 味 関係 を持 つ 場 合

　 　 2)(9b)と(10b)の 意 味 を持 つ 場 合

II.　 -ismが 成 立 す る が、-istが 成 立 しな い 意 味 条件

　 　 1)(9c)と(9d)と(9e)の 意 味 を持 つ 場 合

III.　 -istが 成 立 す るが 、-ismが 成 立 しな い 意 味 条 件

　 　 1)(10c)と(10d)の 意 味 を持 つ 場 合

*本稿の内容は、平成13年12月16日 に開催された関西英語学研究会(甲 南大

学於)に おいて口頭発表したものである。その席上において、荒木-雄 先生、

有村兼彬先生、加藤正治先生、並びにハーバー ド大学大学院生の中谷健太郎

氏、神戸大学大学院生のPrashant　 Pardeshiよ り貴重なコメントをいただい

た。この紙面を借 りてお礼を申し上げたい。
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